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　浜松測候所 は ， 平成 14年11月 16日 に創立百二 十周年

を迎 え る ．浜松測候所の 自慢は ，日本で最初 の 天気図

に 当所 の気象観測値が 掲載 さ れ て お り ，
こ の 天気図が

作 られ る 4 か 月前の 明治15年 12月 1 日か ら観測業務が

開始さ れ ，そ の 観測データ が 現存し て い る こ と で あ る，

　 こ の機会 に 浜松測候所が立 地す る，浜松 市 とそ の 周

辺 の 状況 と ， 当所の経 て きた歴 史 の
一

端 を紹 介 した い ．

　 1 ．もの作 りの 町 ・浜松

　浜松市 は，人 口 594
，
678人 （2002年 4月 30日現在）を

擁す る全国第 17位 （2000年 3 月）の都市で ある．

　静岡県 の 西部に あ っ て東海道の 要所 に 位置 し，東に

天竜川（流域面積 5，090平 方 km ，幹川 の 長 さ213　km ），

西 に 浜名湖 （面積 65平方 km の 塩水湖 ） に挟 まれ，北

は伊那山地 ，南 は遠州灘 に 接 してお り，冬の 空っ 風 が

顕著な ほか は ，気候 的 に も恵 まれ て 風 光明媚 な観光資

源 を持 つ 地 として も有名で ある．

　県内 で は現在 ，静岡市 （来年度 に は清水市 と合併す

る） よ り人 口 が多 い 浜松市で はあるが，特筆すべ き は

「物 つ くり・産 業の 町」 で あ る こ と だ ．こ の伝統は ， 中

世か ら引 き継が れ て い る遠州の織物産業が，明治時代

に 入 っ て 飛 躍的な発展を遂げ た こ と に よ る と こ ろ が大

き く，機織 り ・道具の 開発 ・物 つ くり と続 き．明治 ・

大正 時代の 織物 ・機械産業 か ら，昭和 に 入 っ て は楽

器 ・自動車 ・光電子産業へ と発展 し つ づ け て い る．

　現 在は，こ れ らの産業の 発展に 付随 し て ， 外国か ら

働 き に き て い る 人 達 も多 く ， 外国人登録者 数 は 2 万名

を超 え て い る．

　 こ れ らの 地域の伝統を踏 まえた，教育的な施設 も駅

の ごく近 くに あ り，音 と光 ともの作 りをテ
ーマ に して

そ の 原理 を伝 えよ う とす る 浜松科学館や ，世界の楽器

を収集 し，公立 として日本最初の楽器博物館 も
一

見の

価値が あ る．

寧 Akira　YAGI ，浜 松測候所，

◎ 2002　日本気象学会

　 2 。測候所誕生か ら草創期

　気象庁発行の 「気象百年誌」に よれ ば，明治 14年 12

月 28日に 内務省地理局 に 採用 された ドイ ツ 人 イ ル ウヰ

ン ・ク ニ ッ ピ ン グが ，翌年 の 明治15年 2 月 に ，暴風報

告事業 （原文の まま）の意義 既設の 12か 所の測候所

に 加 えて 必要 と す る 8 か 所 の 測候所 の 位置 と観測 す ぺ

き項 目， 電信に よる気象電報の コ ー
ド化 （当 時の 電信

料金は 大変高価 で あ っ た）等を含む綿密な計画書を明

治政府 に 具 申した と ある．

　 こ の よ うに して新た に 選 ばれた浜松 は ， 直轄測候所

の 1 つ と し て ， ク ニ
ッ ピ ン グ の具申か ら 9か 月後の 同

年11月に は 国内で 17番 目の 気 象観測 所 とし て 出発 し

た．

　浜松市史 （大正 15年10月 5 日浜 松市発行）に よれ ば，

「明治 15年浜松宿伝馬 町電 信局 内に 器 械を据 え，事務所

を警察署 内 に 設 けた る を始 め と し，高町 （現在地 に 至

近の 位置） へ 移転 し た る は 16年な り．主管区域 は駿河
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安倍川以西及遠江
一

円 とす」 とあ る．

　 そ して ， 浜松市史 3 （昭和 49年 3月12日浜松市発行）

に は 「道路 の 向か い 側 の半僧坊 （正副寺）境 内に 天気

予報の 標識柱 を建 て ， 明 日の 予報 を発表 した．四 角形

の 布旗の 白が晴れ ， 赤が曇 り， 青が雨で ， 下町 （旧宿

場 町 の 地域） の ど こ か らも見え，半僧坊 の 時 の 鐘 とと

もに ，測候 所 が 大正 13年 8 月鴨江町 の 長者平 に 移る ま

で 長 い 間市民 に親 しまれ た 」と名実 と もに直轄測候所

と し て活躍 し て い た こ とが 記載 さ れ て い る．

　 そ の後 ， 明治20年 4 月に 県営に移管さ れ ， 同時に気

象報告は毎月印刷発行さ れ ， 気象年報 も翌21年か ら発

行 され て い る．

　 3 ．発展と苦難の 時代

　 大正時代 に 入 る と，各種観測 測器 や計器類 の 整備 も

進み，日本 に お け る気象事業は次第 に 確立 され て い っ

た，浜松 に お ける地震業務の幕開け は，大正 2 年 に 初

め て簡単微動計が 設 置 さ れ ，翌 年の 3 月 か ら観測 が 開

始 さ れ た．

　 こ の よ う に業務が充実す る と と も に ， 従来の庁舎で

は手狭 とな り，大正 13年 8 月 に は41年続 い た高町 か ら

市 内鴨江町 へ 移転 し た ．創立 か ら数 え て 42年 目 に し て ，

独立 した新 し い 庁舎で の 出発 は，当時 と して は希望に

満 ち た で き ご とで あ っ た だ ろ う と想像 さ れ る．

　 そ の後，日本航空輸送会社 に よる，東京〜大阪〜福

岡間の 定期旅客輸送 が開始さ れ る こ とな どに伴 い
， 昭

和 4 年 か ら航 空気象観測 を実施 し，東 京 ・大 阪 の 飛行

場 へ 通報す る よ う に な り，その翌年 に は 測風気球 に よ

る上 層風観測が加わ っ た ．

　昭和 8年 11月に は，新 しい 業務 と して 舞阪港に検潮

所が新設 さ れ た ．こ の 検潮所 の 新設 に 平行 し て，測候

所 の 手に よ り同年 6 月〜昭和 10年 1 月 ま で 5 回 に わ

た っ て ， 浜名湖の海洋観測が実施 さ れ ， こ の 成果は 「浜

名湖 海洋観測報告」 として 刊 行 され，湖水
一

帯の 鰻 ・

か き ・の り等 の 養殖 に 利用 された． こ の 潮汐観測 は ，

現在 も津波 ・高潮 ・異常潮位 な どの防災 に 欠 くべ か ら

ざ る資料 とな っ て い る．

　昭和14年に は再び国営に移管され ， こ れ らと期を同

じ くして 静岡測候所が 開設 さ れ て ，当所 の 所管区域は

小笠郡以西の静岡県西部 と な っ た ．

　戦時色 も濃 くな っ た昭和16年に な る と 気象報道管制

が敷か れ ，

一
般 の利用者へ の 気象情報は 全 て 中止 され

た．しか し，昭和 17年12月 に は，気象専用線が設置 さ

れ気象技術者が直接 ， 気象電報の 送受信 を行 えるよ う

に な っ た．

　昭和20年 4 月30日 と 6 月18日 に 浜 松 を襲 っ た 空襲

は，浜松市内の 全域 を焼き尽 くす ほ どの激 しい もの で

あ り， 庁舎や施設の 全 て を灰 として ， 唯
一

地 下壕 に 退

避 して あ っ た気象原簿の
一

部が 残 っ た の み で あ る，

　昭和 19年12月 7 日13時35分 こ ろ，熊野 灘 を震央 とす

る東南海地震が 発生 し，御前崎で 6 ，浜松で 5 の 震度

を記録 し，静岡県西部で 死者 121人，全壊家屋2，712戸

に達す る大被害 が 生 じ た．当所で も か な り の 損傷 が

あっ た ほ か 舞阪検潮所の 建物 ・観測施設 が破 損 した．

　終戦を迎 え て市内は ほ と ん ど廃墟 と化 し ， 昭和22年

2月に現在地 の 浜松商業学校の跡地 に，無線鉄塔 を持

つ 現在の ような庁舎が
一

年が か りで 新築 された．

　昭和25年 4 月 に は東海気象同好会浜松支部 （後 に 静

岡県産業気 象協会 に 発 展）を結成 し，月刊誌 「空 っ 風 」

の 発行を行 い ，遠州地区の 気象と産業を結び っ け た各

種の調査研究が 行われ て ， 地域の学校関係者 を集め て

の 講 習会や気象知識の普及活動が行わ れ，地場産業発

展に貢献 し た 事実が残 さ れ て い る．

　先般 ， 私 は 天竜 市長 さ ん に お 会 い す る 機 会が あ り

「昔 ，農業気 象 の 講習会 で お 世話 に な りました ・・」 と

伺 っ た ．こ の 会 は そ の 後 昭和 50年代 ま で 続 い た ．

　昭和 44年 に は ， 浜松市 と協力 し て 300余ペ ージの 「静

岡県遠州地方の 気象」 を発刊 し，今で も遠州地 方の 気

象を知 る うえで の 有効な資料 として ，防災関係機関や

行政の 各方面で利用 さ れ て い る．

　 4 ．そ して今は

　現在 は，所長 を含め 8名の職員で ，地上気象観測及

び一般 へ の 気象解説業務を行 い ，静岡県西部の ア メ ダ

ス 観測施設や地震観測施設 と，舞阪町の 検潮所な ど16

か所の保守点検 を行 っ て い る．

　 また ， 当所 を取 り巻 く周 辺 に は ， ア メ ダ ス の 点在す

る観測 点 よ り至近 の 距離に ，静 岡県の 農 林水産部 の 農

業試験場 や水産試験場 が 運 営さ れ て お り，気象観測を

継続 して い るの で ，定期的に集 ま り 「気象の 勉強会」

を行 い ，技術者同士 の データや情報の 交 換を行 っ て い

る，

　そ の ほ か 浜松市 に は，航空 自衛隊浜松基地が あ り，

青森県 三 沢基地 と 2個所 の み で 高層気象観測を行 っ て

い る の で ， 職員が見学 した りす る 交流 を行 っ て い る．

珍 しい 気象現象が あ っ た とき等 に は ， データの 提供 を

依頼 し調 査な どに役立 て て い きた い と考 えて い る．

　今後は ， 当地方の 防災関係機関や行政な ど地域 の 動
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きを よ り迅速 に 把握 し，ス ム ーズ に 静岡地方気象台や　　共に ，気象庁 の 情報を的 確に わ か り易 く地域 に 伝 える

上部機関 へ 伝 え，気象業務に反映で き る ように する と　　測候所 として役立 ちた い と 願 っ て い る．

2002年武田賞フ ォ
ー ラム の ご案内

　（財）武田計測先端知財団は ， 「2002年武田賞 フ ォ
ーラ

ム」を開催 い た します ，二 年目の今回 は，「生活 者の 選

択に応 え る テ ク ノ ア ン ト レ プ レ ナーシ ッ プ と工 学知」

と題 し，各受賞者の 方 々 の講演 と受 賞者全員 に参加頂

くパ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を予定 して お ります．ぜ ひ ，

ご来臨賜 り ま す よ う ご案内申 し上 げます．

日 程 ：2002年11月20日 （水）

会 場 ：東京全日空 ホ テ ル （港区赤坂 1−12−33）

参加 申込み ：http：〃 www ．takeda−foundation・jP／

申込締 切日 ：2002年 11月13日 （水）

【参加 無料】

【プ ロ グ ラ ム 】

　「生 活者 の 選 択 に 応 え る テ ク ノ ア ン ト レ プ レ ナ ー

シ ッ プ と工学 知」

　 ど ん な に 優れ た業績で も生 活者に よ っ て 選択 されな

けれ ば生活者の豊か さ ， 幸福 に は寄与 しな い ．生活者

に よ る選択 と は何か ，20D2年武田賞受賞者の業績に 生

活者の選択の意味 を探る．

セ ッ シ ョ ン A ：情報 ・電 子 系応 用分野

　
“
青色発光 デバ イ ス の 開発に 懸 けたテ ク ノ ア ン トレ

　 プ レ ナ ー シ ッ プ
”

　 受 賞者紹介講 演

　 9 ：30〜 9 ：40　垂井康 夫

　　　　　　　　　　（武田 計測先端知財団常任理事）

　講演

　 9 ：40〜10 ：20　赤崎　勇 （名城 大学教授 ）

　 10 ：20〜11 ：00 天 野　浩 （名城 大学教授 ）

　 11 ：00〜11 ：40　中村修 二 （カ リフ ォ ル ニ ア大学教

　　 　　 　　 　　　授 ）

セ ッ シ ョ ン B ：生命系応用分野 （逐次通訳付）

　
“

ゲ ノ ム の 新世界 を探る工 学知
”

　 受賞者紹介講演

　 9 ：30〜 9 ：40 松原謙
一

　　　　　　　　　　（武田 計 測先端知財 団常任理事 ）

　講演

　 9 ：40〜10 ：40　ス テ ィ
ーブ ン ・フ ォ ダー

　　　　　　　　 （ア フ ィ メ トリク ス 社会長兼 CEO ）

　10 ：40〜11 ：40　バ トリ ッ ク
・ブ ラ ウ ン

　　　　　　　　　（ス タ ン フ ォ
ード大学教授）

セ ッ シ ョ ン C ：環境系応用分野 （同時通訳付）

　
“
人 工 衛星搭載 レ

ーダが解 き明 か す地球環境
”

　受賞者紹介講 演

　 9 ：30〜 9 ：40　鈴木基之

　　　　　　　　　　（武田 計測先端知 財 団常任理事）

　言冓演

　 9 ： 40〜 10 ： 20　チ ャ
ール ズ ・エ ラチ

　　　　　　　　　　（米国ジ ェ ッ ト推進研究所 所長）

　 10 ：20〜 11 ：00　畚野信義

　　　 （国際電気通信 基礎技術研 究所 （ATR ）社長）

　11 ：00〜11 ：40　岡本謙
一

（大阪府立大 学教授）

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン （同時通訳付）

　 13 ：00〜15：00　パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

　
“

生活者 の 選択 に 応 え る テ ク ノ ア ン ト レ プ レ ナー

　 シ ッ プ と工 学知
”

　司　会 ：西 村吉雄 （武田計測先端知財 団理事 ）

　 パ ネ リス ト ：受賞者全員 （8 名）

　15 ：15〜16 ：30　2002年武 田 賞 ・武 田 研 究奨励 賞授

　 　　 　　 　　　 　賞式

　 16 ：30〜17 ：30　 カ ク テ ル レ セ プ シ ョ ン

●授賞式 と カ クテ ル レ セ プ シ ョ ン に は ， ど な た で も ご

　 自由 に ご参加 い た だ け ま す ，ぜ ひ お 越 し下 さ い ．

　詳細 は本財団ホ ーム ペ ージを ご覧 くだ さ い ．

　 お問い 合わせ ：財団法人武 田計測先端知財団

　　　　　　　　　　　　　津坂真理 子　小 坂真奈美

　　　　 〒 104r6591 東京都中央区明石 町 8−1

　　　　　　　　　　 聖路加 タ ワ
ー32F　私 書箱33号

　 　　 　　 Te1 ：03−3549−2781，　 Fax ：03−3549−2787

　　　　　　 E −mail ：forum ＠takeda −foundation．jp
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